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4月期川南町・松岡さんの牛「かなえ８」
グランドチャンピオン

２席 進　 靖子（川南、まつり、福晴茂、秀正実、忠富士）
４席 長友 良昭（都農、うずめ66、桃白鵬、耕富士、忠富士）
５席 黒木 秀治（都農、かな２、耕富士、美国桜、金太郎３）
６席 永友 雅彦（川南、ゆりこ41、白隆鵬、忠国桜、百合茂）

松岡 講二（川南、かなえ８、孔明桜、美穂国、勝平正）

松岡講二さん「かなえ８」

進靖子さん「まつり」 長友良昭さん「うずめ66」 黒木秀治さん「かな２」 永友雅彦さん「ゆりこ41」

　４月２日、児湯家畜市場運営部は４
月期郡市子牛品評会を新富町の児湯地
域家畜市場で開きました。児湯郡管内
および西都市から選抜された37頭が出
品され、厳正な審査の結果、川南町の
松岡講二さんの子牛「かなえ８」がグ
ランドチャンピオンに輝きました。
　血統は、父「孔明桜」、母の父「美穂国」、
母の祖父「勝平正」で、2025年６月５
日生まれ。
　全国和牛登録協会宮崎県支部は「非
常に発育良好で、特に骨の締まり、輪
郭の鮮明さともに素晴らしく、側貌、

後貌から見た前・中・後躯への移行も
美しかった」と高く評価しました。
　今年度初のグランドチャンピオンに
輝いた松岡講二さんは「ほとんど自給
飼料で育てており、良い餌作りに力を
入れている。日頃から体調管理にも気
を配り、順調に育てることができた。
一番は仲間や家族の存在が大きかった」
と話しました。
　その他の入賞者、地区、子牛の名前、
血統は次のとおりです。

⒈
生
育
・
水
管
理

　
浅
水
（
水
深
約
１
㎝
）
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ガ
ス
発
生
で
下
葉
の
褐
色
時
は
田
を
軽
く
干
し
ま

す
。

⒉
無
効
分
げ
つ
期
の
水
管
理

①
中
干
し
の
励
行

　
落
水
を
や
や
早
め
に
行
い
、
亀
裂
が
入
る
程
度
に

干
し
ま
し
ょ
う
。

　
中
干
し
を
確
実
に
行
い
根
を
活
性
化
さ
せ
、
健
康

な
イ
ネ
を
栽
培
し
ま
し
ょ
う
。

②
つ
け
苗
処
分
に
よ
る
い
も
ち
病
の
防
止

　
補
植
が
す
ん
だ
ら
つ
け
苗
は
早
く
処
分
し
ま
し
ょ

う
。

③
雑
草
イ
ネ
（
赤
米
）
に
つ
い
て

　
川
南
町
・
都
農
町
の
水
田
で
雑
草
イ
ネ
（
赤
米
）

の
発
生
が
見
ら
れ
ま
す
。
玄
米
に
混
入
す
る
と
規
格

外
に
な
り
ま
す
。
見
か
け
た
ら
す
ぐ
に
Ｊ
Ａ
又
は
普

及
セ
ン
タ
ー
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
営
農
指
導
課
　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

２
７
―
４
５
０
４

　
普
及
セ
ン
タ
ー
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

４
３
―
２
３
１
１

○
栽
培
管
理
に
つ
い
て

　
気
温
の
上
昇
に
伴
い
、
葉
の
老
化
が
進
み
ま
す
。

日
差
し
が
強
い
時
間
は
遮
光
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
日
中
は
、
消
耗
を
抑
制
す
る
た
め
、
サ
イ
ド
、
ツ

マ
換
気
を
十
分
に
行
い
、
温
度
が
上
が
り
す
ぎ
な
い

よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
サ
イ
ド
の
二
重
ビ
ニ
ー

ル
の
除
去
が
遅
れ
て
い
る
方
は
、
早
急
に
取
り
外
し

て
く
だ
さ
い
。

○
追
肥
・
灌
水
に
つ
い
て

　
換
気
し
て
い
る
時
間
が
長
く
な
る
と
、
ハ
ウ
ス
内

が
乾
燥
し
ま
す
。
灌
水
量
を
徐
々
に
増
や
し
多
回
数

灌
水
に
努
め
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
通
路
が
乾
き
過
ぎ
て
い
る
場
合
は
通
路
散

水
も
定
期
的
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
草
勢
が
弱
い
よ
う
で
あ
れ
ば
、
葉
面
散
布
を
行
い

ま
し
ょ
う
。 

○
病
気
に
つ
い
て

　
病
害
（
べ
と
病
・
灰
色
カ
ビ
・
菌
核
病
・
う
ど
ん

こ
病
）
と
害
虫
（
ス
リ
ッ
プ
ス
・
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
・
ア

ブ
ラ
ム
シ
・
ダ
ニ
）
の
防
除
を
合
わ
せ
て
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
虫
の
発
生
は
管
内
で
も
散
見
さ
れ
て
い
ま

す
。
ハ
ウ
ス
内
外
の
除
草
は
早
急
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
特
に
ス
リ
ッ
プ
ス
は
、
黄
化
え
そ
病
の
媒
介
と
な

る
の
で
徹
底
防
除
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
適
期
収
穫
ま
で
の
積
算
温
度
（
最
高
温
度
＋
最
低

温
度
÷
２
）
で
計
算
。
積
算
温
度
は
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ

シ
ュ
の
場
合
絹
糸
抽
出
か
ら
収
穫
ま
で
４
５
０
℃
。

４
月
絹
糸
抽
出
か
ら
27
日
程
度
、
５
月
絹
糸
抽
出
か

ら
23
日
程
度
、
６
月
絹
糸
抽
出
か
ら
19
日
程
度
が
収

穫
期
。

【
殺
虫
剤
】

○
プ
レ
バ
ソ
ン
フ
ロ
ア
ブ
ル

　
希
釈
倍
数
２
０
０
０
倍
　
使
用
時
期
前
日
ま
で
　

　
メ
イ
ガ
、
メ
イ
チ
ュ
ウ

○
モ
ス
ピ
ラ
ン
水
溶
剤

　
希
釈
倍
数
２
０
０
０
〜
４
０
０
０
倍
　
使
用
時
期

　
前
日
ま
で
　
ア
ブ
ラ
ム
シ
類

○
ベ
ネ
ビ
ア
Ｏ
Ｄ

　
希
釈
倍
数
４
０
０
０
倍
　
前
日
３
回
　
ア
ブ
ラ
ム

シ
、
メ
イ
ガ
、
タ
バ
コ
ガ
、
ヨ
ト
ウ

【
殺
菌
剤
】

　
バ
リ
ダ
シ
ン
液
剤
５
、
シ
グ
ナ
ム
Ｗ
Ｄ
Ｇ

　
今
作
の
に
ら
も
い
よ
い
よ
大
詰
め
と
な
っ
て
き
ま

し
た
。
気
温
も
暖
か
く
な
り
、
蒸
散
量
も
上
が
っ
て

き
ま
す
。
水
分
管
理
、
換
気
に
は
十
分
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
ス
リ
ッ
プ
ス
の
発
生
も
見
ら
れ
て

い
ま
す
。
徹
底
防
除
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
今
作
終
了
さ
れ
た
生
産
者
の
方
は
次
期
作
に
向
け

て
の
圃
場
準
備
期
間
に
な
り
ま
す
。
残
渣
処
理
を
し

っ
か
り
行
い
、
次
期
作
に
残
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。
土
壌
診
断
の
提
出
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
、
次
期
作
苗
へ
の
灌
水
、
追
肥
、
換
気
な

ど
十
分
注
意
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
温
度
の
上
昇
に
伴
い
、
葉
枝
も
伸
び
て
き
て
お
り
、

換
気
と
病
害
虫
対
策
の
為
、
混
ん
で
い
る
所
や
ム
レ

葉
な
ど
を
摘
葉
し
て
く
だ
さ
い
。

※
一
度
に
多
く
の
葉
を
取
る
と
根
傷
み
を
起
こ
し
た

り
草
勢
が
低
下
し
た
り
、
裂
果
が
発
生
し
た
り
す
る

の
で
、
出
来
る
だ
け
こ
ま
め
な
摘
葉
を
実
施
し
、
常

時
15
枚
程
度
残
す
よ
う
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

　
併
せ
て
気
温
や
土
壌
の
乾
燥
状
況
に
気
を
つ
け
な

が
ら
灌
水
管
理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
日
差
し

も
強
く
な
る
た
め
、
果
実
の
日
焼
け
防
止
と
し
て
２

重
ビ
ニ
ー
ル
を
利
用
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
病
気
（
カ
ビ
類
）、
害
虫
（
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
・
サ
ビ

ダ
ニ
等
）
の
定
期
的
防
除
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
気
温
が
高
く
、
日
差
し
も
強
い
た
め
、
サ
イ
ド
ビ

ニ
ー
ル
・
妻
面
か
ら
の
換
気
等
を
行
い
ハ
ウ
ス
内
気

温
の
上
昇
に
注
意
し
、
適
期
収
穫
・
着
色
基
準
の
厳

守
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
害
虫
の
飛
び
込
み
も

増
え
て
い
ま
す
。
連
続
散
布
に
よ
る
防
除
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

　
親
株
に
つ
い
て
は
、
炭
疽
病
対
策
と
し
て
薬
剤
防

除
の
徹
底
と
育
苗
床
の
除
草
、
整
理
整
頓
を
行
う
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

　
摘
粒
は
、
２
回
目
の
Ｇ
Ａ
処
理
後
に
行
え
ば
比
較

的
省
力
的
で
す
。
仕
上
げ
摘
粒
が
遅
れ
そ
う
な
場
合

は
、
内
向
き
果
を
中
心
に
予
備
摘
粒
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。
密
着
し
て
い
る
と
、
裂
果
等
の
心
配
が
懸
念

さ
れ
る
た
め
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
着
果
過
多
は
、

樹
勢
を
低
下
さ
せ
る
原
因
に
な
り
ま
す
。
樹
勢
を
維

持
す
る
た
め
に
も
、
房
の
良
否
が
判
断
で
き
次
第
、

な
る
べ
く
早
い
段
階
で
適
正
着
房
数
ま
で
摘
房
す
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
ハ
ウ
ス
・
大
型
ト
ン
ネ
ル
と
も
に
圃
場
内
の
温
度

が
上
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。
高
温
障
害
を
発
生
さ
せ

な
い
よ
う
に
換
気
の
徹
底
と
こ
ま
め
な
灌
水
を
午
前

中
に
行
い
、
圃
場
内
の
温
度
を
下
げ
る
対
策
を
し
ま

し
ょ
う
。

　
樹
勢
回
復
の
為
、
葉
面
散
布
の
実
施
と
灌
水
は
た

っ
ぷ
り
行
う
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
剪
定
が
遅
れ
た

園
に
つ
い
て
は
、
発
芽
を
揃
え
る
為
に
蒸
し
込
み
を

行
い
、
発
芽
促
進
を
図
っ
て
く
だ
さ
い
。
蒸
し
込
み

を
行
う
際
は
、
ハ
ウ
ス
内
温
度
が
30
℃
以
上
に
な
ら

な
い
よ
う
換
気
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
新
梢
が
発
生
し
、
自
己
摘
心
す
る
ま
で
は
、
一
週

間
間
隔
で
４
〜
５
回
の
窒
素
主
体
の
葉
面
散
布
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。
新
梢
自
己
摘
心
後
は
、
新
梢
緑
化

促
進
の
為
、
一
週
間
間
隔
で
３
回
程
度
葉
面
散
布
を

行
う
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
５
月
下
旬
頃
に
夏
秋
梢

伸
長
抑
制
の
為
、
タ
ー
ム
水
溶
剤
を
散
布
し
て
く
だ

さ
い
。

農
産
園
芸
部
門

早
期
水
稲

ハ
ウ
ス
胡
瓜

ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン

に
ら

ト
マ
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ぶ
ど
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き
ん
か
ん
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号

67

グランドチャンピオン

優等賞

里子さんちのお花畑

　３月～５月は、チューリップや菜の花など明る

く華やかな花々が咲き誇る季節です。

　今回は川南町の南原地区で花づくりを楽しむ黒

木里子さんのお花畑にお邪魔しました。

　お花畑には、丁寧に手入れされた様々な種類の

花々が美しく咲いており、オレンジ色が鮮やかな

「ハナビシソウ」や清楚な白色の「マーガレット」、

そしてひときわ目を引く濃いピンク色の「ナデシ

コ」など、春の訪れを感じさせてくれます。

　里子さんは「15年前からずっと花を植え続け

ている。愛情込めて育てた花に毎日癒されている」

と終始にこやかに話しました。


